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ある翻訳者が自立に至る径路
―移動して学ぶ時代の日本語教育への示唆―
The Trajectory of a Translator to His Independence: 
Suggestions to Japanese Language Education 
in the Era of “Learning While Moving”
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 This paper is a case study of an ex‒learner of Japanese, who spent a year of study abroad 
in Japan a few years ago and chose to live in Japan as a full‒time translator after the gradua-
tion from university.  It aims to analyze how this person considers the meaning of Japanese 
language learning in Japan and study abroad experience in Japan.The case is investigated 
using Personal Attitude Construct （PAC） analysis first, and then Trajectory Equifinality 
Approach is applied for analyzing details. This study points out the following two:
 1）  Japanese language education is inevitable factor for constructing the person’s present 
life, 
 2）  various experiences while living such as the relationship with the one’s own country or 
friends there, work request from the university the one stays in Japan motivated Japa-
nese language learning more, and it becomes an opportunity to consider the one’s 
future.  
 Upon the findings above, this paper suggests the significance of comprehending the 
Japanese language education and Japanese language learning from the broader perspective.
Key word: 日本留学、日本語学習、卒業後の進路、日本社会との関係を維持、きっかけ
Study abroad in Japan, Japanese language learning, Course after graduation, 
























































































オセアニア地域の大学で Computer Science を専攻していたころに独学で学習
を開始、再度大学に入学し Asian Studies で日本語を専攻したときに本格的な
日本語学習を開始した。1 年の日本への交換留学後、JLPT の N2 に合格、その




1 回目：2017 年 1 月 14 日　（約 2 時間半）
2 回目：2017 年 4 月 9 日　（約 2 時間）




こで、インタビューの主軸には後述の TEA による分析を据え、TEM 図を用いて調査協力者の生
きた時間を描いて分析することを目的にインタビューを行った。具体的には、協力者 A に同意
を得た上で筆者らが 3 回インタビューを行った。まず 1 回目は PAC 分析インタビューの手法で、
2 回目は TEM 図を作成するためのインタビューを、3 回目は TEM 図を確認するためのインタビ
ューを行った。
　TEA は、人間の成長を時間的変化と文化社会的文脈との関係の中で捉え、記述するためのアプ








































　PAC 分析インタビューは内藤（2002）の手順で進め、協力者 A は 31 の連想語を挙げた。統計
処理は、重要度順に並べた各連想語の非類似度評定を SPSS version20 を用いて階層的 CL 分析に
かけるという手順をとったが、その結果描画されたデンドログラムを図 1 に示す（左の数値は各
連想語の重要度順位である）。各連想語と連想順位、重要度順位、印象、4 つの CL の名付け、全
体の CL の名付けは表 2 の通りである。
　PAC 分析インタビューで、協力者 A はこれを 4 つの CL（以下、CL）に分けることに同意し、
各CLを次のように名付けた。重要度順6,18 ,19 ,7 , 9 , 13 ,31 ,11 ,26の9項目から成るCL1は「読む」、
同 21,24 ,17 ,23 ,15 ,20 ,25 の 7 項目から成る CL2 は「日本だな」、同 27,28 ,22 ,3 , 5 , 2 , 1 , 29 ,30 の 9
項目から成る CL3 は「仕事と家族」、同 14,16 ,4 , 10 ,12 ,8 の 6 項目から成る CL4 は「話すと聞く」、







































6 Being able to read Japanese as fun ＋ 31 1
18 Reading Out Loud ＋ 8 2
19 Great Bookstores ＋ 30 3
7 Kanji Cards ＋ 7 4
9 Lots of self‒study（fun） ＋ 14 5
13 Shinjuku street signs‒ I can read them all 0 20 6
31 穴うめたんごテスト ＋ 12 7
11 Borrowing my sister’s books for learning Japanese ＋ 21 8






21 Anime‒ lots‒ seeing Sprited Aways in 2003（?） ＋ 22 10
24 Astro Boy 0 1 11
17 Samurai / Edo ＋ 3 12
23 時代小説は読みたいけど、表現・たんご・かんじはまだかべ（小説家は む゙ずかしい″かんじが好きらしい） ‒ 11 13
15 Beautiful Autumn Foliage ＋ 27 14
20 Castles ＋ 23 15







27 Offi  ce work ＋ 6 17
28 Squashed on trains ‒ 25 18
22 翻訳を一日やったら夜はもう日本語読みたくない ‒ 6 19
3 Introducing my family to wife’s family ＋ 16 20
5 Communication ＋ 9 21
2 Getting married ＋ 15 22
1 Daughter / Family ＋ 2 23
29 Smoking（sucks） － 26 24







14 花見 ＋ 28 26
16 Nomikai（X 大学） ＋ 29 27
4 Lots of friendly people ＋ 24 28
10 X 大学の学生と日本語で話す ＋ 19 29
12 お酒は日本語学習の役に立つ ＋ 18 30
8 オーストラリアで 3 年間べんきょうしても、話が早先生は聞き取れなかった（X 大学で） 0 13 31




　PAC 分析インタビューでは、調査協力者がまず各 CL の印象について述べ、次に CL 間の共通
点や相違点についての印象を自由に話す手順をとるのが基本である。本調査では、まず、各 CL
の印象について、協力者 A は、CL1「読む」は、文字が全然読めない状態で新宿の街を見ると、








































単なる、まあ、パッシブな力になってます。」と述べた。また CL1 と 4 の関係では「1 はあの、
読むは 1 人で、4 はほかの相手がないと、駄目。」「特に日本語は、まあ、自分、と一緒に、あの、
と同じような、まあ、日本語を勉強する、学生もいいんですけど、日本人と日本語で話すのは、
一番と思います。」の述べ、CL2 と 4 の関係では 2 が花見や飲み会などの話す場で話のネタにな
るものという共通項がある一方で、2 は自分の好みや趣味、日本でしたいこと外か趣味に関する
もので自分が経験するものであり、4 は飲み会など「大きな部屋」つまりグループで経験するも


















　まず、TEM による分析のために必要な概念は、等至点（Equifi nality Point: EFP）、両極化した
等至点（ Polarized Equifi nality Point: P‒EFP ）、分岐点（ Bifurcation Point: BFP ）、必須通過点
（Obligatory Passage Point: OPP）、社会的方向付け（Social Direction: SD）、社会的助勢（Social 
















必須通過点（OPP） ① 日本・日本語と関わって生きようと考える② 日本で仕事をして生活するために日本へ戻る





































に表し、TEM 図の全体像を下の第Ⅰ期から第Ⅳ期の 4 つの期間に区分した。




　各区分ごとに、表 3 で表した BFP ①～⑩の分析結果を中心に、協力者 A の語りを記述する。




が持てなくなり、教師が嫌いで高校 3 年次は成績も最低だった。高校上級課程相当の 2 年間は家
図 2‒1　協力者 A の TEM 図（1/4）
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図 2‒3　協力者 A の TEM 図（3/4）




















図 2‒4　協力者 A の TEM 図（4/4）
族の影響があってリーガル・スタディを学ぶ。同時にウェブへのあこがれがあり、大学に進学後
























勉強して、JLPT の N1 にも合格した。N1 の勉強は面白かったけど、役には立たないと思う。転




































































4.2.3 　 日本・日本語と関わって生きることに対する協力者 Aの意識の変容に影響を与え
た SDおよび SG
　本節ではどのような経験が日本・日本語と関わって生きることに影響を与えているのかを考察














　これらの SG は、本人の価値観に影響を与える SG、人間関係に関わる SG、制度に関わる SG、
日本で翻訳者として働くことのインセンティブに関わる SG、日本語学習を開始、または継続に





















































　本稿は PAC 分析インタビューと TEM により調査協力者 1 名が EFP「日本や日本語と関係を持
ち続けて生きる」に至る径路を分析した。そして、日本・日本語と関わって生きることに対する
協力者 A の意識の変容に影響を与えた SD および SG をとらえた。









などの SG、人間関係に関わる SG、そして日本社会に関わる SG である。
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